
事　務　連　絡
平成25年10月28日
都県試験研究機関　野菜主任　殿
関東東海北陸農業試験研究推進会議
野菜部会事務局
　　　　　　   　　　　 　　
平成25年度関東東海北陸農業試験研究推進会議野菜部会の開催について
  日頃から当地域野菜研究の推進にご協力をいただき、誠に有難うございます。
　さて、平成25年度野菜部会は、別途中央農研よりご案内申し上げます通り、平成25年11月27日～28日に開催することとなりました。
　つきましては、開催要領（別紙１）、議事次第案（別紙２）、資料作成要領等（別紙３）、出席等申込み書（別紙４）、宿泊申込み書（別紙５）及び関係様式等（別添ファイル）を送付致します。
貴職におかれましては、都県内の関係者にご周知いただくとともに、関係資料、出席申込みおよび宿泊申込みをとりまとめのうえ、下記事務局あてご提出いただきますようお願い申し上げます。
なお、これらの文書は中央農研のホームページ「研究交流の広場http://www.naro.affrc.go.jp/narc/kenkyu_koryu/index.html」からもご覧いただけるようになります。
　
　締切り：（会議資料）１１月２０日（水）
（出席申込書・宿泊申込書）１１月１３日（水）
　送付先：下記事務局あて
　ご不明な点がございましたら、事務局までお問い合わせ下さい。
野菜部会事務局：野菜茶業研究所　企画管理部
　業務推進室　企画チーム長　山田朋宏
Tel：050-3533-3805、FAX：059-268-3213
E-mail：kthy-jimu@ml.affrc.go.jp 
別紙１

平成２５年度関東東海北陸農業試験研究推進会議
野菜部会　開催要領
                 部会長：野菜茶業研究所　野菜生産技術研究領域長
１．開催日時：平成２５年１１月２７日（水）１３：００～２８日（木）１２：３０
２．開催場所：農林水産技術会議事務局筑波事務所　本館３Ｆ展示会議室

　　　　　　　　（〒305-8601 茨城県つくば市観音台2-1-9）

３．議　　事
１）都県・独法の研究成果の相互の紹介
部会としての「イチオシ」を検討（農業新技術２００Xの推薦候補）

２）地域研究・普及連絡会議で取り上げられた国が推進すべき技術的課題に関する検討

３）露地野菜分野（独法・都県）における研究情勢と意見交換

４）施設野菜分野（独法・都県）における研究情勢と意見交換

５）総合討論、その他（今後の運営方法等）

４．参集範囲：
　　農林省農林水産技術会議事務局、関東農政局、東海農政局、北陸農政局
    関東東海北陸地域都県農業関係試験研究機関、普及機関及び行政部局関係者
    野菜茶業研究所、中央農業総合研究センター
　　その他部会長が必要と認めた者
５．その他

　　希望者のみ、会議終了後に野菜茶業研究所つくば拠点の①つくば植物工場（太陽光利用型）および②OPSIS（畑地用地中灌漑システム）実験エリアの見学説明を予定しております。

６．連絡先（部会担当）：
　　野菜茶業研究所 企画管理部 業務推進室 企画チーム長　山田朋宏
  　　 Tel：050-3533-3805、FAX：059-268-3213、E-mail：kthy-jimu@ml.affrc.go.jp
別紙２
平成２５年度関東東海北陸農業試験研究推進会議
野菜部会　　議事次第　（案）
日時：平成25年11月27日（水）13:00～28日（木）12:30（見学参加者は14:30解散）
場所：中央農業総合研究センター本館１階　大会議室

【11月27日（水）】
１．開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:00
２．挨拶部会長（野菜茶業研究所　研究領域長）　　　　　　　　　　13:00～13:10
３．情勢報告農政局関係官他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:10～13:30
４．議事







　　　
　１）都県・独法の研究成果の相互の紹介　　　　　　　　　　　　　　13:30～15:30
部会としての「イチオシ」を検討（農業新技術２００Ｘの推薦候補）

２）地域研究・普及連絡会議で取り上げられた　　　　　　　　　　15:45～17:00
国が推進すべき技術的課題に関する検討

【11月28日（火）】
３）露地野菜分野（独法・都県）における研究情勢と意見交換　　　　9:00～10:15
４）施設野菜分野（独法・都県）における研究情勢と意見交換　　　10:30～11:45
５）総合討論、その他（今後の運営方法等）


　　　11:45～12:25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６）閉会　12:30

５．その他

１）懇親会：11月27日（水）18:30～20:30天龍本店つくば学園店（TXつくば駅より徒歩約12分）（http://www.tenryu-honten.com/guide/gakuen）
4,500円（税込、会議受付にて当日徴収します）

筑波事務所玄関前－懇親会場間の送迎バスあり（往き18:00発、帰り21:10頃着）

　２）施設見学希望者は13:20集合（技術会議筑波事務所玄関前）で、①つくば植物工場（太陽光利用型）および②OPSIS（畑地用地中灌漑システム）実験エリアについて説明いたします。14:30解散（筑波事務所玄関）予定。
別紙３
平成２５年度 関東東海北陸・野菜部会の資料作成要領及び提出方法
１．資料の種類、記載様式と提出方法など
  ・会議用資料は下の表に示す３種類です。
・資料は全てＡ４版片面刷りとし、それぞれｐｄｆファイルで提出下さい。
  ・資料はメールの添付ファイルで事務局あてに（下表を参照）提出して下さい。
資料等の種類と記載様式・提出先・提出期限

	資料等名
	記載様式
	提出先
	提出期限

	1. 都県・独法の研究成果
2. 分野における研究情勢
3. その他要望事項等


	都県については様式自由、Ａ４版、
１成果につき２ページ程度、
必要ならば、独法機関の様式（様式１）

をご利用下さい。
様式自由、Ａ４版１～２ページ程度
様式自由、Ａ４版１ページ

	部会事務局
同上

同上

	11月20日
同上

同上




提出・問合せ先：関東東海北陸野菜部会事務局　( kthy-jimu@ml.affrc.go.jp )
資料提出期限：平成25年11月20日（水）
参加・宿泊申込書提出期限：平成25年11月13日（水）
２．資料作成要領

　１）都県・独法の研究成果
①独法機関については所定の様式（様式１、様式２）で作成下さい。様式は暫定版で今後変更の可能性があることをご了承下さい。
都県については様式自由（各都県で生産者あるいは普及指導員に研究成果を説明する独自資料があれば、その様式で構いません。）ですが、本様式で提出して頂いても結構です。
  　②内容については、

・今年度の研究成果（様式１）

・昨年度の推進会議時にはまだ試験中で研究成果情報として提出していない

もの（様式１）

・これまでに提出した成果情報でその後の普及活動である程度の普及実績の

あるもの、あるいは普及の目処がついたもの（様式２）

等、を対象とします。
　　③提案数は制限しませんが、紹介は各都県１課題とさせていただきます。

　２）分野における研究情勢（様式自由）
　　都県におけるトピック的なもの、例えば、

　　　・今年度新たに獲得した競争的資金による研究課題・内容、
　　　・今年度新たに開始した研究課題・内容、
　　　・今年度発生した野菜の生産・流通上における問題点等。
　３）その他要望事項（様式自由）
     　関東東海北陸農業試験研究推進会議の他部会、あるいは、野菜茶業試験研究
推進会議等への要望事項があればご提出下さい。

